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R2_XCexCuO,(R-Nd､Pr等)は一連の軟化物高温超伝導体 と異な り電子のキャリアを

持つ ことで注目を集めているO結晶構造は正方晶であるがLa系 と異なりCuを囲む酸素は面

内の4つのみである｡我 々は以前か ら高温超伝導体の上部臨界磁場 Hc之と常伝導状態の抵

抗に興味をもち､阪大極限物質研究センターのパルスマグネ ットを用いて徐冷法で得 られ

た良質の単結晶の磁気抵抗の測定を行 ってお り､この電子系の超伝導体 もR-Ⅳdを中心 に

測定を行 ってきた｡サンプルの大きさは0.22xO.22Ⅹ0.03mm3 でC面が出てお り磁気抵抗 は

4端子法で測定 した｡その結果を図 1に示す｡絶対零度での上部臨界磁場は磁場をC面内

にかけたとき 92kOe､面内のコヒーレン ト長は62.6A と求 まる｡注 目すべき点は強磁場 に

よって超伝導が壊されることにより現われた常伝導状態での抵抗値が低温になるほど大 き

くなる点である｡強滋場下での磁気抵抗がほとんど見 られないので.この強磁場での常伝

導抵抗を直線で零磁場に外挿 して､常

伝導状態の電気抵抗の温度変化を求め p(x70-3f2cm)

たものを図2に示す｡二つのサ ンプル

とも約 4- 20Kの温度範囲でlogT

の温度依存性を示 している｡低温で電

気抵抗がlogTの温度依存性 を示す原

因 として考えられるものは､近藤効果

と二次元性による弱局在がある｡近藤

I.0

0.5

77K

Nd-84Ceo16CuOy sompleA

H//C-QXis

I.3K

効果を起 こしていると考えると､Tkを 0

5- 10Kとすることによ り近藤効果

のユニバーサル曲線によく合わすこと

がで き る が ､ 200kOeの 強磁 場 で も

logTが壊 されずに残っている点が問

題である｡ 2次元系での弱局在による

電気伝導のlogT依存性は膜厚500A

程度のCu等のは薄膜で観測されてい

る｡またこのlogT項はかな り磁場が

高 くても観測されている｡我 々のサン

プルでのlogT項がこの効果であると

すると､サンプルの厚さが30ymと厚 い

のでこの物質が2次元的な伝導を示す

ことを暗示することになる｡
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